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関東甲地連青年女性協議会
夏期交流集会

日　時　７月１１日(日)　10：00～16：30
場　所　水戸・自治労会館会議室
内　容　オンラインによる集会

第
二
原
発
の
差
し
止
め
を
求

め
る
裁
判
で
は
、
事
故
が

あ
っ
た
場
合
、
不
十
分
な
避

難
計
画
で
は
『
住
民
が
逃
げ

ら
れ
な
い
た
め
運
転
は
し
て

は
な
ら
な
い
』
と
い
う
新
し

い
解
釈
に
基
づ
い
た
画
期
的

な
判
決
。
こ
の
判
決
の
意
義

を
拡
げ
、
再
稼
働
を
止
め
さ

せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、「
憲
法

記
念
日
に
思
う
」
を
テ
ー
マ

に
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧

さ
ん
が
講
演
。
は
じ
め
に
、

原
発
に
つ
い
て
、「
国
が
安

全
と
言
え
ば
、
安
全
な
の

か
、
事
故
を
起
こ
し
て
も
誰

も
責
任
を
取
ら
な
い
。
そ
れ

を
許
す
の
は
国
民
の
怠
慢
」

と
指
摘
。
日
本
国
憲
法
に
つ

い
て
は
、「
先
の
戦
争
の
反

省
か
ら
戦
争
放
棄
や
平
和
主

義
と
い
う
新
し
い
世
界
を
つ

く
ろ
う
と
し
た
誓
い
で
あ

東
海
第
二
原
発
を
止
め
よ
う

憲
法
を
守
る
政
治
実
現
を

り
、
国
民
が
国
家
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
国
民
主
権
を
謳
っ
て

い
る
憲
法
は
重
要
」
な
ど

と
、
強
調
し
ま
し
た
。

　
次
に
、「
東
海
第
二
原
発

運
転
差
止
訴
訟
水
戸
地
裁
判

決
」
に
つ
い
て
、
東
海
第
二

原
発
運
転
差
止
訴
訟
原
告
団

共
同
代
表
の
大
石
光
伸
さ
ん

が
特
別
報
告
。
「
　
回
目
に

10

し
て
、
こ
の
場
で
勝
利
報
告

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

勝
利
の
喜
び
を
訴
え
る
と
と

も
に
、
「
避
難
計
画
は
不
十

分
、
運
転
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
し
た
水
戸
地
裁
の
判

決
を
市
民
や
自
治
体
に
拡

げ
、
廃
炉
に
追
い
込
も
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

憲 法 擁 護
市民のつどい

約
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

90
　
は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表

し
て
鈴
木
博
久
茨
城
平
和
擁

護
県
民
会
議
代
表
が
あ
い
さ

つ
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活

が
立
ち
い
か
な
く
な
っ
た
人

が
多
く
い
る
。
政
府
は
自
助

努
力
を
強
調
し
て
い
る
が
、

憲
法
は
生
存
権
な
ど
基
本
的

な
在
り
方
を
定
め
て
お
り
、

そ
う
し
た
政
治
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
先
の
東
海

化
交
流
プ
ラ
ザ
で「
憲
法
擁

護
市
民
の
つ
ど
い
」が
開
か
れ

　
日
本
国
憲
法
施
行
　
周
年

74

と
な
る
５
月
３
日
、
み
と
文

　
自
治
労
青
年
部
女
性
部
は

５
月
３
日
、
自
治
労
会
館
で

の
対
面
と
ウ
ェ
ブ
で
「
青
年

女
性
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
き
、
　
県
本
部
１
２
５
人

37

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
あ
い
さ
つ
と

集
会
提
起
の
あ
と
、「
人
権

と
憲
法
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
杉
浦
ひ
と
み
弁
護
士
の

講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
参
加
者
は
講

演
の
感
想
な
ど
を
中
心
に
分

散
会
で
交
流
し
ま
し
た
。

　
昼
食
休
憩
を
は
さ
ん
で
午

後
か
ら
は
、「
５
・
３
憲
法

大
行
動
　
平
和
と
い
の
ち
と

人
権
を
！
と
り
も
ど
そ
う
！

民
主
主
義
、
立
憲
主
義
」
の

オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
国
会
前
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

集
会
で
は
、
小
森
陽
一
実
行

委
員
会
代
表
が
開
会
あ
い
さ

つ
し
た
あ
と
、
立
憲
民
主
党

枝
野
代
表
が
リ
モ
ー
ト
参
加

し
、
立
憲
野
党
か
ら
の
激
励

と
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
と
し
て

雨
宮
処
凛
さ
ん
（
作
家
、
活

動
家
）、
羽
場
久
美
子
さ
ん

（
神
奈
川
大
学
教
授
、
日
本

学
術
会
議
元
会
員
）
、
清
水

雅
彦
さ
ん
（
日
本
体
育
大
学

教
授
・
憲
法
学
）、
田
中
優

子
さ
ん
（
江
戸
文
化
研
究

者
）、
市
民
連
合
か
ら
山
口

二
郎
さ
ん
（
法
政
大
学
教

授
）
が
登
壇
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
国
民
の
生
活
、
生
存
を
脅

か
す
危
機
に
対
し
て
、
憲
法

が
保
障
す
る
生
存
権
の
実

現
、
憲
法
改
正
反
対
や
軍
事

大
国
化
へ
の
懸
念
な
ど
が
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
終
了

後
、
 自
治
労
青
年
女
性

は
、
分
散
会
報
告
・
ま
と
め

で
こ
の
日
を
終
了
し
ま
し

た
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

独
自
集
会
と
国
会
前
集
会
に
参
加

青
年
女
性
が
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

 2021年度ブロック活動者学校 
▽第２回テーマ「安全衛生活動と快適職場づくり」

ブロック/会場日　時

水戸・県職　自治労会館（ホスト会場）
６月３日（木）
ＰＭ６：30～

県北（サテライト会場）

水郡（サテライト会場）

県南・県職　県南会館（ホスト会場）
６月10日（木）
ＰＭ６：30～

土浦（サテライト会場）

鹿行（サテライト会場）

講師： 自治労本部青木労働条件局長

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違

違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医

 ５・３憲法集会メッセージ 

雨宮処凛さん（反貧困ネットワーク世話人）
　去年４月に反貧困緊急アクションＳＯＳを立
ち上げた。この１年間の困窮者支援活動の現場
は野戦病院状態で、連日の対応が続いてきた。
１年１ヵ月で700件以上のＳＯＳが来た。『家
賃が払えない』、『今年に入ってアパート追い出
された』、『５日間何も食べていない』、『路上生
活がきつくなんとかしてほしい』、『自殺するつ
もりで荷物を捨てたけど死にきれなくてメール
した』等々、深刻になっている。国が困窮者を
根本的に救済する手立てが全くないのがこの国
です。去年は生活保護が増えたが今年は生活保
護バッシングもあり増えていない。増えている
のは女性の自殺です。去年の年越し派遣村に
344人が来ましたが、うち女性が60人と18％。
13年前は１％以下。私は憲法25条を便利グッ
ズのように使い救済運動を続けていきます。

講演する鎌田慧さん

５・３国会前集会で訴える雨宮処凜さん
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な
ん
だ
か
妙
な
時
代
だ
。

さ
ん
ざ
ん
怒
り
狂
わ
さ
れ
た

挙
げ
句
の
果
て
に
だ
が
、
時

折
ふ
っ
と
我
に
返
る
た
び
、

つ
く
づ
く
思
う
の
だ
。

　
だ
っ
て
そ
う
だ
ろ
う
。
政

治
は
デ
タ
ラ
メ
、
経
済
は
ド

ツ
ボ
、
何
よ
り
も
、
家
族
や

友
人
と
の
関
係
を
離
れ
た
社

会
的
な
文
脈
で
、
幸
せ
を
感

じ
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
な

い
。
仕
事
の
喜
び
は
あ
る
も

の
の
、
私
の
場
合
、
権
力
悪

を
き
ち
ん
と
取
材
し
、
公
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と

ほ
ぼ
同
義
だ
か
ら
、
嬉
し
い

反
面
、
つ
ら
く
、
悲
し
く
も

な
っ
て
し
ま
う
両
義
性
を
伴

う
。
　
で
、
考
え
た
。
問
題
は
、

私
が
自
国
を
先
進
国
だ
と
思

い
込
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
確
か
に
偐
ジ
ャ
パ
ン
・
ア

ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
做
な
ど

と
持
て
は
や
さ
れ
た
時
代
も

あ
っ
た
。
政
治
的
な
思
惑
含

み
の
エ
セ
賛
辞
だ
っ
た
可
能

性
は
否
め
な
い
に
せ
よ
、
実

態
と
ま
る
き
り
乖
離
（
か
い

り
）
し
た
う
そ
八
百
な
ら
、

い
か
な
る
シ
ナ
リ
オ
も
成
立

す
ま
い
。

　
だ
が
現
在
は
そ
う
で
は
な

い
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ば
か
り
世
界
有

数
で
も
、
市
民
一
人
一
人
の

人
生
と
い
う
観
点
で
は
い
か

が
か
。

　
い
わ
ゆ
る
「
幸
福
度
」
と

か
「
悲
惨
指
数
」
な
ど
の
国

際
指
標
は
、
文
化
の
違
い
を

無
視
し
た
独
善
に
感
じ
ら
れ

る
の
で
、
あ
ま
り
触
れ
た
く

な
い
。
目
安
に
し
た
い
の

は
、
ダ
ボ
ス
会
議
を
主
催
し

て
い
る
ス
イ
ス
の
研
究
機
関

「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
よ
る
「
男
女
平
等
度
ラ
ン

キ
ン
グ
」
と
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
国
境
な
き
記
者
団
」
の

「
報
道
の
自
由
度
ラ
ン
キ
ン

グ
」
だ
。

　
最
新
の
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
日
本
は
前
者
で
１
５
６

カ
国
中
１
２
０
位
、
後
者
で

１
８
０
カ
国
中
　
位
だ
っ

６６

た
。「
先
進
国
」
の
資
格
要

件
が
成
熟
し
た
民
主
主
義
な

の
だ
と
す
れ
ば
、
多
く
の

人
々
が
納
得
で
き
る
指
標
で

あ
り
、
現
代
日
本
の
体
た
ら

く
で
は
あ
る
ま
い
か
。
無
惨

な
状
況
と
、
ま
だ
し
も
マ
シ

だ
っ
た
頃
以
来
の
思
い
込
み

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
こ
そ
が
、

「
妙
な
時
代
」
の
正
体
な
の

だ
と
思
う
。

　
だ
か
ら
も
う
諦
め
ろ
と
言

い
た
い
の
で
は
な
い
。
ま
ず

は
現
実
を
し
っ
か
り
見
据

え
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を

熟
考
し
て
、
ゼ
ロ
か
ら
や
り

直
そ
う
よ
と
呼
び
か
け
た
い

の
で
あ
る
。

　「
妙
な
時
代
」
の
正
体

　
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
す
す
め

牛
久
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
栗
原
　
　
毅

副
執
行
委
員
長
　
山
越
　
和
子

副
執
行
委
員
長
　
花
島
　
浩
之

書
　
記
　
長
　
江
﨑
　
寛
輝

書
　記
　次
　長
　
村
﨑
　
　
豪

書
　記
　次
　長
　
今
井
　
敬
友

執
　行
　委
　員
　
安
藤
　
哲
也

　
　
〃
　
　
　
吉
田
有
香
里

　
　
〃
　
　
　
岡
田
　
加
代

　
　
〃
　
　
　
上
野
　
秀
喜

　
　
〃
　
　
　
井
上
慎
太
朗

　
　
〃
　
　
　
栗
原
　
真
矩

執
　行
　委
　員
　
宮
阪
　
聡
太

　
　
〃
　
　
　
飯
村
　
隆
浩

　
　
〃
　
　
　
浅
野
　
　
椋

鹿
行
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

議
　
長
　
浦
田
　
広
行（
鹿
嶋
）

副
議
長
　
竹
澤
　
秀
之（
鉾
田
）

副
議
長
　
荒
野
　
晃
一（
行
方
）

事
務
局
長
　
君
和
田
康
夫（
鹿
嶋
）

会
　
計
　
伊
藤
　
友
里（
鹿
嶋
）

各
単
各
単
組組役

　
　
役
員員

域 育違違違違違違違違違違違

ニュース・ワード

　
自
治
労
第
　
回
は
た
ら
く

59

女
性
の
集
会
が
４
月
　
日
、

24

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
た
め

ウ
ェ
ブ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
高
橋
自
治
労

本
部
副
委
員
長
、
重
黒
木
女

性
部
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
あ

と
、
集
会
基
調
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
男
女
平
等
は

す
す
ん
で
い
る
の
か
～
コ
ロ

ナ
禍
の
女
性
労
働
の
視
点
か

ら
～
」
と
題
し
て
、
竹
信
三

恵
子
さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
和
光
大
学
名
誉
教
授
）

が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
　
竹
信
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
女
性
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、

と
く
に
、「『
不
安
定
で
低
賃

金
の
非
正
規
が
過
半
数
を
占

め
て
い
る
』、『
多
く
が
対
人

サ
ー
ビ
ス
』、『
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
と
呼
ば
れ
る
公
務

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
４
分
の
３
は
女
性
で
あ
り

低
待
遇
』
で
あ
り
、『
パ
ー

ト
は
家
計
補
助
』
、『
夫
が

い
る
か
ら
減
収
で
も
困
ら
な

い
』
と
い
う
『
夫
＝
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
発
想
』
が
背

景
に
あ
る
と
指
摘
。『
夫
＝

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
』
か
ら

公
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
へ

真
の
男
女
平
等
の
実
現
を
の
転
換
な
ど
世
帯
単
位
で
な

く
個
人
支
援
を
原
則
と
す
る

真
の
男
女
平
等
を
実
現
す
る

こ
と
が
重
要
」
な
ど
と
強
調

し
働
く
女
性
の
横
断
ネ
ッ
ト

を
つ
く
ろ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
次
に
、「
働
き
方
を
考
え

る
～
定
年
ま
で
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
～
」
、

「
な
ぜ
、
女
性
部
で
取
り
組

む
の
か
～
組
織
強
化
の
た
め

に
～
」
の
分
科
会
が
開
か
れ

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
　
　

　
最
後
に
、「
自
分
ら
し
く

働
き
続
け
て
い
く
た
め
に
～

心
と
体
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま

す
か
？
～
」
と
題
し
て
、
助

産
師
の
幸
崎
若
菜
さ
ん
が
記

念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
集
会
は
、
重
黒
木
女
性
部

長
の
ま
と
め
で
締
め
く
く
ら

れ
、
ウ
ェ
ブ
開
催
と
い
う
不

便
な
環
境
で
し
た
が
二
つ
の

講
演
と
分
科
会
と
い
う
企
画

で
意
義
あ
る
集
会
と
な
り
ま

し
た
。

自
治
労
第
　
回
は
た
ら
く
女
性
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会
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◇世帯単位でなく個人への支援を原則とする実態に
合った支援へ
⇒「夫=セーフティネット」から公的セーフティ
ネットへ
⇒「妻付き男性モデル」「ケアレスパーソンモデ
ル」からの脱却
⇒「エッセンシャルワーカー」としての公共労働の
強化=有期公務員制度の改善、最低賃金の引き上
げなど

◇女性の職業は軽くて楽、「周辺的」な仕事に保護は
不要とする偏見の是正（キャバクラ・風俗差別）
◇DVとシングルマザー問題にみられた女性支援集団
の有効性⇒働く女性の横断的ネットをつくろう！
　⇒ダブルバインド（ベイトソン）と学習性無力感
（セリグマン）の克服=現状の客観化

斎
　
藤
　
貴
　
男

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

真の男女平等に向けて（竹信三恵子さんの講演より）

こ
と
を
指
し
ま
す
。
そ
の

場
所
を
地
図
で
示
す
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト

も
あ
り
ま
す
。
「
狭
い
公

道
で
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
て

い
る
子
ど
も
が
い
て
危
な

い
」「
大
声
で
の
立
ち
話
が

う
る
さ
い
」
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
投
稿
を
基
に

作
成
し
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
 

　
密
集
住
宅
地
を
走
る
ド

ラ
イ
バ
ー
の
危
機
回
避
に

貢
献
し
て
き
た
側
面
が
あ

る
の
も
事
実
。
し
か
し
、

立
ち
話
や
子
ど
も
の
遊
び

ま
で
一
律
に
騒
音
と
決
め

付
け
る
傾
向
に
は
注
意
が

必
要
で
し
ょ
う
。「
危
険
」

は
避
け
る
べ
き
で
す
が
、

「
迷
惑
」
か
ど
う
か
の
線
引

き
は
難
し
く
、
非
難
一
色

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　
道
路
上
で
遊
ん
だ

り
、
危
険
で
迷
惑
な

行
為
を
し
た
り
し
て

い
る
子
ど
も
や
親
の

道
路
族

る
前
の
「
モ
ノ
の
片
付

け
」
、
か
け
た
後
の
「
掃

除
機
の
ヘ
ッ
ド
部
分
の
ゴ

ミ
取
り
」
、「
フ
ィ
ル
タ
ー

の
交
換
」
な
ど
。
こ
う
し

た
見
え
に
く
い
作
業
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。

　
最
近
、
掃
除
機
を
か
け

る
前
の
片
づ
け
を
「
道
づ

く
り
」
と
命
名
す
る
な

ど
、
作
業
の
一
つ
一
つ
に

名
前
を
付
け
る
こ
と
で
、

そ
の
「
手
間
」
を
可
視
化

す
る
試
み
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
女
性
に
偏
り

が
ち
だ
っ
た
家
事
労
働
を

家
族
全
体
で
負
担
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
か
も
、

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
名
前
の
な
い
家
事
は
結

構
手
間
が
か
か
る
」
と
い

う
合
意
形
成
が
円
滑
な
家

事
分
担
の
第
一
歩
と
い
え

そ
う
で
す
。

　「
掃
除
」
と
一
口
に

言
っ
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
業
を
伴
い
ま

す
。
掃
除
機
を
か
け

名
前
の
な
い
家
事


